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1991年10月27日　在日外国人の医療問題を考えるシンポジウム岡山

主要トピック

国際医療情報センター便り（小林米幸先生）

ネパール便り－4（国際ボランティア貯金助成プロジェクト）（山本秀樹氏）
クルド難民/湾岸戦争被災民救援ＮＧＯ合同委員会第二次派遣医療チーム
現地報告3（三宅先生）

在日外国人医療問題シンポジウムin岡山（田中政宏先生）

国際医療協力実戦集中ワークショッア（国井修先生）

会員紹介Korea Hotline/日本人が書いた韓国版「日本生活ガイド」（今井先生）
会員便り:岩手県より（岩井くに先生）
事務局便り
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　　　　154　東京都世田谷区新町２－７－１横尾ビル201

　　　　　（電）03（3706）4243　（Fax）03（3706）4420

センター電話相談（４月１７日開設～１０月末迄）

１．外国人からの相談件数
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４．外国人相談者居住地域（判明　５６０件）

Ｏ％）

Ｏ％）

５％）

４％）

４％）

７％）

Ｏ％）

６３８（１００％）

東京

神奈川

埼玉

干葉

茨城

大阪

群馬

広島

京都

栃木

兵庫

新潟

韓国

熊本

３ ２

８

５

３

４¬

９

８

３」

３
７
４
４
３
３
２
２
２

１

５０４人　９０．０％

愛知

北海道

長崎

富山

福岡

福島

三重

山形

静岡

３
３

１
１

１
１

１
２

１

２

AMDA/JAPAN NEWS LETTER NOVEMBER 91

-



-

j-･

５．相談内容
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）言葉の分かる医師の紹介

）医療制度

）金銭問題
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正会員の今井久美雄先生ｶ礼　１０月から　川崎市で「韓国語ホット

ライン」を，桑山紀彦先生力礼山形で「外国人医療１１０番」を開

くこになりました。センターでも可能なかぎり支援してゆきたいと

思います。関心のある方は，直接，両先生にお尋ねください。

＊今井　久美雄先生　　今村病院内科　０４４－２３３－５７４９

＊桑山　紀彦先生　　　山形医大精神科

　　　　　　　　　　　０２３６－３３－１ １２２内線２２１８

ＨＩＶキャリアーからの電話相談をきっかけに，いくつかの団体に

呼びかけ，１０月３０日（水）に，東京都私立病院会の会議室をお

借りしてＨＩＶ（ＡＩＤＳ）に関する会議を開催しました。

主な出席者は次のとおりです。

　鮭駒込病院ｴｲｽﾞＵ室根甦生,ｴｲｽﾞｻｰヴｪｲﾗﾝｽ韻会韻南甦生

　Tokyo Englishi Life Line（TELL）,ｱｶﾞﾍﾞﾊｳｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾍﾙﾌﾞﾗｲﾝ，

　栃木TILL,ｎ託生部,肘隨駐ｕ染予Ｕ,飼陥入ＵＵ会

１

が

Ｏ月３１日（木）に東京都労政部主催の外国人労働者問題懇談会

あり，招請に答え，センターから香取が出席しました。

１０月下旬より。毎週土曜日に，東大留掌中のＤｒ．

ベンガル語で電話相談を手伝ってくださっています。

ングラデシュの人からの相談が激増しています。

ナイームが．

土曜日は．バ

センターお知らせ

１．センター見学　　１１月１１日（月）東京都衛生局の方４名

２．平成４年３月下旬，「在日外国人の医療問題」に関するシンポジウ

　　ムを山形で開催することについて，桑山紀彦先生と小林との間で話

　　を詰めています。都会とは異なり，異文化の中で苦しむ農村の外国

　　人花嫁の問題にスポットが当てられそうです。
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ＡＭＤＡネパール・ビスヌ村地域保健開発プロジェクトー巡回診療プログラム
　　　　　　H91年度第１次日本人スタッフ派遣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA，Japan事務局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本秀樹
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－15日

）、山田　緑（看護婦）、山田聡美’（看護婦）

ジェクトの進行状況

ＭＤＡネパール設立

・
参

プロジェクト企画の提出

　Dr.國井ネパール訪問、現地メンバーとの対話
郵政省国際ボランティ.ア貯金助成事業として申請

：郵政省より国際ボランティア貯金助成事業として認可
●
・
１
１ 現地での事業開始

予備調査として北海道大学早川氏ネパール訪問（８月１日－11日）
対象村落の選定－ピスヌ　Gaon（村）
ＡＭＤＡ現地オフィス設置（Dr.Pokharel氏宅）

コミニュティー健康福祉センター（簡易診療所）の設置
８月より週１日診療を開始

１０月：日本人スタッフ派遣

血･ｓ孟

ＤＭｋ Ｇａｏり

ぐと}－∇∠し3･･～公｡｡
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【今回の日本人スタッフ派遣時の業務内容】

、．ビスヌ村におけるAMDA、Nepa1の診療所の運営１．ビスヌ村におけるAMDA、Nepa1の診療所の運営
　毎週一回（土曜日）の外来診療（患者内訳参考）

　診療所の場所の変更（学校より村の住民の建物へ）
　往診

２．ビスヌ村（対象人口200戸、推定人口　1000人）における健康調査

　衛生教育　（トイレの普及、ＯＲＳ：経口補液）

　煙の出ないかまどの導入の必要性提起

　（ＣＯＰＤ：慢性閉塞性呼吸器疾患の頻度大？）

　住民の中よりヘルスワーカーの選出

３．巡回診療用車両の輸入のため手続き、運行準備

　患者の移送、往診、予防接種にも活用予定

　三菱パジェロ（４ＷＤ、ディーゼル車、９人乗り）
　　’91年末に現地着の予定

４
ネパール国における短期間医師免許（１年間有効）の取得

５．ネパールにおける肝疾患の疫学調査（予備調査）
　経口非Ａ非Ｂ肝炎（Ｅ型肝炎？）

　肝細胞癌

　（参考資料：ネパールにおける経口非Ａ非Ｂ肝炎の疫学））

６．関連施設（２次、３次医療機関）の訪問

　　トリブバン大学教育病院（ＪＩＣＡの協力機関）
　　国立ピル病院
　　国立テク病院

　　トリブバン大学ナルデビ・乙ΞＪことニゴ!医学院
　　　　　　　　　　　　　（＊インドの伝統医学）

外来患者内訳（10月12日）
①78才女性、胸痛、下額痛→肺気種、
②12才男性、右頚部腫脹→左耳下腺炎
③７才女

④56才女
⑤45才女

⑥
⑦

⑧

13才男

側頭下額関節脱臼→トリブバン大学紹介

性、腹部の湿疹→接触性皮膚炎

性、多関節痛→慢性関節リュウマチ疑い

性、発熱、耳下腺腫脹→右耳下腺炎

性、右手首の痛み→右とう骨骨折疑い→トリプバン大学整形外科紹介
1.●　　W●四　　●.●--■.●　■噛-.■-■■　・　一一２才女性、耳漏→左慢性化膿性中耳炎

１才６ヵ月女性、慢性下痢、発育不良、低体重
　　　　→精密検査のため国立カンティ小児病院紹介
⑨８才男性、発熱、咽頭痛→急性上気道炎
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【ネパ

　ネパ
し平均

　　《特別寄稿》

ネパールにおける経口非Ａ非Ｂ肝炎（Ｅ型肝炎）について

　　　　　Enterically Translitted Non-A Non-B Hepatitis

－ルの一般状況】

－ルは、人口

寿命も男性

師数も人口10万人
２００円である。

山本秀樹

1700万人で１人当たりの国民総生産も500ドル未満の最貧国（LDC）に属
ja一亀.　　j_･aL_=a－」_.一●　--　　--● ･･ -----‘　’　　　　　　　　　　　　”-｡’lrこ7rス””’I’ Ir●

-- －･ 異悶UJIハりl･･祠
は４８才、女性で４５才である。乳幼児死亡率も高く１０ ７人／１０００人であり医

当たり４人、国家予算のうち医療費に費やされる額は１人当たりわずか
anjj｀rf ･9、ふ晏･sl　●　●ﾐゝ（1984年の統計より）

【経口非Ａ非Ｂ肝炎の分布・臨床像】

　これまで、経口感染によると考えられる肝炎の流行はインド、中国（西部）、ソ連、ミ

申ンマー、メキシコ、エチオピア、スーダン等の発展途上国を中心として世界各地で報告
されており、ネパールでも1950年代から数回の報告がある（1）。　旧来、この流行性非Ａ非Ｂ

型肝炎は青壮年層に多発しその症状は軽度であることが多いが、ひとたび妊産婦に感染を

起こした場合劇症化する頻度が高くその死亡率は10-20％と高率であり開発途上国の母子保

健上極めて重要な問題となっている（2）。妊婦において、死亡率が高いのはこれまで報告さ

れた流行性のＡ型肝炎や、Ｂ型肝炎とは全く異なっている。

【経口非Ａ非Ｂ肝炎のウイルス学的研究】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　非Ａ＃Ｂ型肝炎のウイルス学的研究では、1988年にカイロン社によるＣ形肝炎ウイルス抗体（C-100抗体）同定の方法が開発されているが、これら流行性非Ａ非Ｂ型肝炎はこのＣ

型肝炎ウイルスによるものとは異なったウイルスであり、Ａ型と同じカシリ属のウイルス

であることがわかってきた、そしてこれらの肝炎をＥ型肝炎と呼ぶことが提唱されていた

（3､4）。　ネパールの流行性非Ａ非Ｂ型肝炎で死亡した妊産婦の剖検例からもＥ形肝炎ウイル

スの粒子が発見されている（5）。一方で、Ｅ形肝炎ウイルスの抗体の検出法に関する研究も

進んできている（6､7）。

【わが国の経口非Ａ非Ｂ肝炎】

　わか国においても、猿島肝炎、興津肝炎、昭和20年代の岡山県の流行性肝炎など散発性
の非Ａ非Ｂ肝炎の報告も見ら'れていたが、当時はウイルス型を同定する技術が確立してお
らずそのウイルス型は未だに判明していない(8)。また、日本赤十字社の献血者を元にした
Ｃ型肝炎の疫学調査では、Ｃ型肝炎抗体陽性者は高齢者ほど高いことも明らかになってお

りＡ型肝炎と同様に経口感染による感染の可能性も否定できない。
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【輸入感染症としての側面】

　近年、国際化の進展と共に海外旅行者、外国人労働者の急増による輸入感染の可能性も

高まっている（9）。米国ではパキスタン人の経口非Ａ非Ｂ型肝炎患者の例が報告されている

（10）。また、日本でもインドで旅行中に感染し、帰国後運動部の合宿で集団発生に至った

例が報告されている（１１）。　ＡＭＤＡでは、在日外国人医療ネットワークを行なっている関

係上、Ｅ型肝炎についても注意を払う必要がある。

【ＡＭＤＡプロジェクトとの関わりついて】

　このほど、ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）、ネパール支部が1991年７月よりネパー

ルの首都カトマンズの近郊の村（Bisunu Gaon、対象人口約1000戸）にて地域保健開発事業

（巡回診療）を行うに際してこの地区の住民、とりわけこの流行性非Ａ非Ｂ型肝炎の高感

受性群である　妊産婦に重点を置き非Ａ非Ｂ型肝炎の調査を行う必要があると考えられる。

ＡＭＤＡ診療所開設以来２ヵ月を経た10月現在、ＡＭＤＡクリニックでは新患の肝炎患者

はまだみられていない。文献的にも（2､4､9､10､11）、E型肝炎は衛生環境の悪い都市部に奸

発しBisunu村のような農村では発生頻度は低く、若い人が進学、就職等で地方から都市へ

移動したときに感染することが多い。しかしながら、Bisunu村はバスでカトマンズから30

分の近郊の村であるから、カトマンズ市内へ働きに出る人も多いので（詳しい数は、現在

調査中）、このような人々の中から発生する可能性も有り得る。

【肝炎と伝統医学】

　一方、現代医学の普及が遅れているネパールにおいては、チベット医学、イスラムから

の。ナ二－医学、インドの伝統医学であるアュルベーダ医学などの伝統医学が庶民の間で

広く使われている。　とりわけ肝炎による黄疸に対してはインドの伝統医（Ayurvedjc physi

eian）による治療が有効で広く行われていている（12）。今回トリブバン大学のアュルベーダ

医学院も訪問した。　ネパールにおけるアュルベーダ医学の役割についてその医療人類学的

・医療経済学的な視点から興味が持たれる。
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〈病院訪問記〉
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の、教育病院はＪＩＣＡの援助で立てられたことは日本でも有名である。

することは今回の主な目的でないので簡単にとどめておく。
この病院を

MDA、Nepal代表のDr.Shishirや会計のDr.Rohitに案内されて、私たち３人（

両氏）は、外来及び彼らの所属する精神科や、整形外科を中心に病棟を視察し
山本

た。

　現在の、AMDA、Nepalの主要メンバーはこの病院の卒業生である。彼らは、ネパー

国内で養成された新進気鋭の医師ではあるが、彼らが抱えている問題の一つに卒後研修

設の不足がある。現在、トリブバン大学では、正規の卒後研修プログラムを持っていな
ため卒後研修施設が絶対的に不足している。外国の、医学部を卒

校の国の免許を取得しているため卒後研修も行なうことができる

業生の場合、彼らを受け入れてくれる施設はほとんど無い。　ＡＭ

希望としては、ＡＭＤＡで卒後研修のプログラムを作ってほしい
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国立ビル総合病院

　この病院はインド政府の協力で建設された国立の総合病院である。　この病院の肝胆道疾

患の顧問医であるDr.S.M.ShresthaをAMDA、Nepalのメンバーと共に訪問した。 Dr.S.M.

Shresthaはネパールの肝臓病学の権威で日本にも数回来日した経験があり日本人の研究者

の中にも友人が多いとのことである。ネパールは、他のアジア地域に比較してＢ型肝炎キ

ャリアーの比率が低い割には肝細胞癌の頻度が高くしかも若年層に多いのが特徴である。

その要因として、カビの生えた食物におこる発ガン物質のアフラトキシンによる汚染や、

Budd-Chiari症候群にヽよる肝硬変などが疑われているとのことで今後詳しい調査が待たれる
とのことである。

国立テク伝染病病院

　ここは、ネパールにおける伝染病のセンターでネパール全土から伝染性の疾患患者が果

められる。上記の、Ｅ型肝炎で死亡した妊婦の剖検例はこの病院で経験された例である。

この症例の報告者であり、この病院の副院長である　Dr.M.P.Shresthaを訪問してこの病院

の現状について説明を受けを、肝炎患者を中心に回診させてもらった。

　ここでも、患者が多くないのはナルデビ病院と同じであったが、こちらの肝炎患者の方

が重症患者が多い印象を持った。例えば、妊娠７ヵ月で肝炎に罹患し１週間前には意識障

害も出現するほど重症化していたが奇跡的に回復した妊婦の患者もいた。　この病院でも、

設備不足は深刻で血液検査も血算等必要最低限の項目に限られ、血液中アンモニア濃度も

測定できないとのことであった。重症化の目安として、ＰＴ（プロトロンピン時間）の２

倍以上延長した者を要注意と判断して。アユルペーダ病院との連携について尋ねたところ、

ネパールの人々も黄疸が軽症であれば、アユルベーダ医を受診するが、重症化するとやは

り西洋医学の病院を受診し、アユルベーダ医学院からも患者の紹介を受けることもあると

のことである。

　そのほか、１ヵ月前に交通事故にあって怪我をしてそれがもとで破傷風に罹患した老婆

の患者と、内蔵リーシュマニアの中年男性の患者を診察させてもらった。

　Dr.M.P.Shresthaいわく、カトマンズ市内の大病院でもトリブバン大学病院は日本から、

ビル病院はインドから、カンティ病院（国立の小児病院）はソ連からそれぞれ援助を受け

ているのにこの病院だけはどの国からも援助が無いとこぼしていた。

９
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　拝啓

　お久し振りです。いかがお過ごしでしょうか。

　こちらは9/6に両高橋氏がバクタランより去って以来　鈴木君と運転手のアリ氏と3人

になりましたが上映の仕方にも慣れこわれまくっていた機械も借りたりテヘランより補

充がついたりで何とか軌道に乗っております。

　しかし難民キャンプの状況はすでに落ち着いてしまっており現在残っている9つのキ

ャンプのうち7つを回りましたがどのキャンプも医療面では特に問題なく日本と同じよ

うにキャンプの医師の手に負えないなら町の病院へ回すという方法をとっております。

カンガバーキャンプに行った時は医者だということで診療に来たものと思われて薬もろ

くに持っておらず聴診器さえ持って来ていなかった状態でクルド語と英語の和訳をして

もらいながらコンサルタントのようなことをしましたが緊急を要する疾患は一一つもなく

10年前からの腰痛だとか他の医者にいくつも行ったのに直らないとかいうものばかりで

初期の救急医療からは程遠いものばかりでした。

　予防医学としての医療教育ビデオの上映はCMのように2～3分にまとめCMと同じくい

かに注意を引くか、おもしろくない内容をいかに楽しく見てもらうかで音楽をつなげた

り絵をおもしろくしたりして他のアニメやウルトラマンの合い間に上映していますがや

はり娯楽用のプログラムよりは人気はなく最近やっとブーイングがなくなったという状

態です。（ただしクルド語でナレーションを入れているので娯楽用のプログラムと異な

り内容はしっかり理解できます。）おまけに9才以後は男女席を同じうせずの国なので

観に来るのは男と子供達ばかり。-一番観てほしい母親はテントの中に隠れて全く観に来

てくれません。一一度小学校の中で男性の部、女性の部と2回に分けてやったのですが、

それでも成人女性は来ませんでした。この状況を何とかする為ビデオと同じ内容をマン

ガに描いて8ページのミニマンガ3冊を作り（「火傷の処置」「母乳保育」「下痢の処置

について」）これをクルド語に書き直して大量にコピーし、各キャンプで配布するとい

うやり方をとっています。日本初のクルド語マンガだーっと言っているのですが　しょ

せん学生時代にやった同人誌のおまけみたいなものにすぎません。同封している小冊子

がそれです。

　今まで書いてきたように冬キャンプは落ちついてきており越冬小屋の建設も進んでき

ているので医療教育活動に関してはこれ以上やることがなくなってきており　9/19到着

予定だったコーディネータの生江氏の到着も延期になったことから新作ソフトの人手も

困難となり各キャンプを2回、どんなにやりくりしても3回　回るのが限界と思われます

ので10月初旬には我々の活動は終了することになると予想しています。 9/12のテヘラン

からのＦＡＸで高橋Drが緒方弁務官よりイラク国内での難民の撮影の便宜をはかる用意が

あると言われたと教えてくれましたがこれも10/10頃までに具体的な撮影の日付がわか
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らないければとても10月中に撮影ができるとは思えず可能性は薄いと言わざるを得ませ

ん。

　イラク国内での撮影が無いならば我々は10月中旬にテヘランに戻りUNHCRのスタッ

フに機材の使い方を教えて予定通り11/3に日本へ帰ることになると思います。イランで

撮ったビデオに関しては空港で取り上げられる危険性を考慮し全てコピーしてコピーを

UNHCRに残し元テープの持ち出しをはかろうと思います。そのビデオをNHKに貸すか

どうかという話に関してはNGOの活動の紹介をするという条件で貸し出すのは大賛成だ

というのが現地で慟いている私と鈴木君の意見です。なぜならGNP匪界第2位のはずの

我国のＮＧＯは他国と比べるとあまりにも小さく未熟でなぜNGOが発展できないか参加で

きないかという問題は広く一一般の人にも知ってもらって海外協力は道楽や遊びと考える

のではなく匪界の富を進めてしまっている目本の義務でありそれが他ならぬ目本の為に

なるのだということをｰ一般の意識として持ってもらわねばこれからも状況の改善はあま

りないと考えるからです。

　保田したら東京と岡山のAMDAで報告会をすることになりますが各キャンプの記録だ

けでなくJJNの活動記録も編集して1本作ろうと話し合っています。鈴木君は帰国したら

ほど無く卒業制作の為フィリピンヘ行くそうですので報告会は帰国からあまり目を置か

ないほうが良いと思います。

　もし合同委員会かJJNの会合があるなら日程のこともそろそろ考えておいて下さい。

　こちらも朝夕はそろそろ涼しくなってきました。健康に仲よくやっておりますのでそ

の点では御安心下さい。

それでは！

では　ホダー　ハフェズ　（ペルシャ語のさようなら）

ちなみにクルド語でば

ホダーヅィストウです。

ペルシャ語とクルド語はかなり近いようです。

j’月り頒幻りヽ--･

､J4･嶮翔、t一

考蔑_勧Jヽgの’

老翁μ｀鳶幻弑希一一

/糾細長
　池如のﾒﾝ/でー

ね回ん洵どヽ

ﾍﾀ･４・　ジ

　ヽ-＿_/
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（
二
九
）
が
帰
国
し
、
こ
の
ほ

ど
岡
山
市
内
で
報
告
会
を

開
い
た
。
日
本
で
は
忘
れ

ら
れ
か
け
て
い
る
ク
ル
ド

人
難
民
の
存
在
。
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
と
援
助
の
実
情

を
聞
い
た
。

　
　
　
　
（
小
林
　
　
理
）

　＜岡大OBの医師＞

三宅和久さん報告

　
三
宅
さ
ん
は
、
現
在
は
宇

治
徳
洲
会
病
院
で
研
修
中
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
八
月
二
十
六
日
か
ら

十
一
月
三
日
ま
で
イ
ラ
ン
に

滞
在
。
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
の
日
本
人
メ
ン
バ

ー
と
二
人
で
、
延
べ
約
二
十

の
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
、
予
防

医
療
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
た
。

イ
ラ
ン
の

キ
ャ
ン
プ

　
三
宅
さ
ん
ら
は
、
ク
ル
ド

語
版
の
「
や
け
ど
の
予
防
」

　
「
母
乳
保
育
」
な
ど
四
本
の

ビ
デ
オ
と
、
三
種
類
の
マ
ン

ガ
小
冊
子
（
八
り
）
三
千
六

百
部
を
作
成
。
訪
れ
た
キ
ャ

ン
プ
で
上
映
、
配
布
し
た
。

　
見
渡
す
限
り
の
岩
石
砂

上
映
で
き
な
か
っ
た
り
、
ク

ル
ド
の
慣
習
で
男
性
と
女
性

が
同
席
で
き
な
い
た
め
、
一

番
見
て
ほ
し
い
若
い
女
性
に

ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
え
な
か

っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た
」

と
三
宅
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、

上
映
会
は
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
ぎ
っ
し
り
。
冊
子

は
配
る
た
び
に
奪
い
合
い

に
な
る
ほ
ど
で
、
一
冊
も

捨
て
ら
れ
た
も
の
は
な
か
っ

「
援
助
の
手
、
も
っ
と
」

。
予
防
ａ
ｔ
歓
迎
さ
れ
た

1;
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・
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漠
。
気
温
が
日
中
は
セ
氏
四

六
度
に
ま
で
上
昇
し
、
夜
は

氷
点
下
三
〇
度
ま
で
下
が

る
。
「
発
電
機
が
故
障
し
て

　
Ｍ
に
２
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｉ

　
　
「
日
本
で
忘
れ
て
い
て
も

　
ク
ル
ド
人
難
民
は
存
在
し

　
て
い
る
の
で
す
」
と
報
告

　
会
で
説
明
す
る
三
宅
さ
ん

　
＝
岡
山
市
の
菅
波
内
科
医

　
院
で

〃

た
と
い
う
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
貧
困
、
難
民
、

環
境
問
題
な
ど
の
解
決
に
取

り
組
む
民
間
の
非
営
利
の
海

外
協
力
団
体
。

　
湾
岸
戦
争
終
結
後
、
反
政

府
運
動
を
行
っ
た
こ
と
へ
の

報
復
を
恐
れ
た
ク
ル
ド
人

が
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
領
内

に
大
量
流
入
。
今
年
四
月
に

は
最
高
百
四
十
万
人
に
も
な

っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
イ

ラ
ク
に
帰
国
さ
せ
ら
れ
、
い

ま
は
約
八
万
人
に
減
少
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
が
集
中
し
て
い
る

バ
ク
タ
ラ
ン
州
の
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
食
料
や
医
療
の
態
勢

は
最
低
限
の
レ
ベ
ル
は
保

た
れ
て
い
た
が
、
北
隣
の

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
州
は
い

ま
だ
に
戦
闘
が
続
き
、
食

料
不
足
が
深
刻
な
状
況
だ
と

い
う
。

　
三
宅
さ
ん
は
「
日
本
は
援

助
後
進
国
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
）
に
世
界
一
の
年
間
六
十

五
億
円
も
寄
付
し
て
い
る
の
Ｉ

に
、
組
織
が
な
い
た
め
、
現

地
で
は
具
体
的
な
援
助
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
な

く
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、

生
活
が
か
か
っ
て
く
る
と
な

か
な
か
行
け
な
い
」
と
援
助

態
勢
の
遅
れ
を
指
摘
。
「
こ

れ
か
ら
も
ク
ル
ド
難
民
の
動

向
に
注
目
し
た
い
」
と
遠
い

イ
ラ
ン
の
地
に
思
い
を
は
せ

て
い
た
。
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在日外国人の医療問題を考えるシンポジウム

　　　　　ー岡山シンポジウムー

●日時　1991年10月27日（日） ●主催　　アジア医師連絡協議会

　　　　　南北ネットワーク岡山

　近年、日本に住む外国人は急増しています。　しかし彼らが基本的人権にのっとって生活してゆくための生活情報を含めて、日本の受入体制は十分とはいえません。　医療の問題に

ついていえば、外国人が日本で病に倒れたとき、様々な困難が待ち構えています。　医療は
ともすれば命にかかわるがゆえに、人漣的見地からもゆるがせにできない問題です。　さら
に医療問題は在日外国人の法的身分により微妙に異なっており、医療の現場で大きな混乱

を巻き起こしています。

　アジア医師連絡協議会（Associatlon of MedicaI Doctors for Asia : AMDA）では、昨年４月より外国人留学生医療ネットワークを発足させ、国内プロジェクトとして在日外国人

の医療問題に積極的に取り組んできました。　また昨年11月に東京、そして今年２月には栃

木で５月26目崎は大阪で、在日外国人の医療問題を考えるシンポジウムを主催・共催し、
様々な立場からこの問題にかかわっている人たちと話し合ってきました。

　こうした活動を土台として、東京ではこの４月に、外国人に関する医療情報を提供するＡＭＤＡ国際医療情報ゼンターを開設しました。居住する外国人の数も非常に多数となっ

ています。

　　実行委員長　　　　　ＡＭＤＡ代表　　　　　　　菅波茂（菅波内科医院）

　　　　　　　　　　　南北ネットワーク代表　　田中治彦（岡山大学教育学部）

１３

　　　　　　　　　　　＜　シンポジスト＞
外国人の立場から

　　　　　モハメッド、ライーズ（林原株式会社、パキスタン）

外国人の相談窓口としての立場から

　　　　　今井龍祥（ポランティアグループアウトロー・代表）

在岡外国人の診療経験を通して（通訳ボランティアグループとの協力）

　　　　国政部哉（クニマサ内科）

南米における医療協力の体験から

　　　　　村内重夫（国立病院医療センター精神科）

在日外国人の医療問題への取り組み

－ＡＭＤＡ在日外国人医療ネットワークの経験からー

　　　　　菅波茂（ＡＭＤＡ、代表）
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ア
ジ
ア
十
三
力
国
の
医
師
た
ち
で
構
成
す
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
事
務
局
・
岡
山
市
）
が
先
ご
ろ
、

　
「
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
岡
山
市
内
で
開
い
た
。
参
加
し
た
在
日
外
国
人
や
医
療
関
係

者
ら
は
、
言
葉
の
苦
労
や
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）
の
難
し
さ
な
ど
、
医
師
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
を
述
べ
、
「
問
題
解
決
の
た
め
に
官
民
で
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
京
、

大
阪
、
栃
木
に
続
き
四
回
目
。

こ
れ
ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
て
き
た
中
で
、
病
気
に
な
っ

て
も
、
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め

治
療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
在
日
外
国
人
の
医
療
上
の
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
岡

山
で
も
、
こ
う
い
っ
た
実
態
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
解
決
策

を
探
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ペ
ル
ー
の

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
に
一
年

間
派
遣
さ
れ
て
い
た
村
内
重
夫

・
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
精

神
科
医
師
（
東
京
都
）
、
外
国

人
の
診
療
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
国
政
都
政
・
ク
ニ

マ
サ
内
科
精
神
科
小
児
科
医
院

長
（
倉
敷
市
）
、
放
置
自
転
車

を
再
利
用
し
、
留
学
生
に
貸
し

だ
す
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
ア
ウ
ド
ロ

代
表
の
苛
波
茂
・
菅
波
内
科
医

院
長
（
同
）
の
五
人
。

　
ま
ず
初
め
に
、
外
国
人
の
立

場
か
ら
、
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ラ
イ

難しい説明と同意？

費用面の心配多い？

Ｉ
の
今
井
艇
祥
代
表
（
岡
山
Ｉ
ス
さ
ん
が
「
両
院
で
は
言
葉

市
」
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
会
社
が
通
じ
な
い
上
に
、
パ
キ
ス
タ

肖
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ラ
イ
ー
ス
さ
ン
人
と
い
う
こ
と
で
見
下
す
医

ん
（
同
）
、
そ
れ
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
師
も
い
た
。
文
化
的
な
違
い
で
、

●

る
。
圀
学
生
た
ち
で
つ
く
る
サ
‥

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
活
発
に
な
っ

た
が
、
手
の
骨
を
折
る
な
ど
の
…

急
患
の
場
合
、
ど
の
宍
院
に
行
一

け
ば
い
い
の
か
、
ど
の
く
ら
い

医
療
費
が
い
る
の
か
な
ど
心
配

が
多
い
」
と
付
け
加
え
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
外
国
人
の
診

療
経
験
を
通
し
て
医
師
の
立
場

- ･ ･ ･ I I ● 』 ･ 一 一 I ･ ● ● I I ･

か
ら
「
正
し
い
症
状
を
聞
き
出

す
た
め
に
は
、
母
国
語
で
の
診
一

厳
が
必
要
。
。
し
か
し
、
英
語
以
一

外
の
場
合
は
特
に
言
葉
の
問
題
一

が
大
き
い
。
ま
た
、
保
険
制
度

の
こ
と
を
含
め
、
日
本
の
医
療

制
度
を
知
ら
な
い
外
国
人
が
多

い
。
習
慣
の
違
い
で
治
療
に
過

ち
を
犯
す
危
険
性
も
あ
る
」
（
国

政
医
院
畏
）
。
「
診
療
を
し
っ

か
り
時
間
を
か
け
て
受
け
た
が

Ｉ
Ｓ
‐
&
&
＆
ｋ
“
Ｓ

Ｉ
Ｓ
９
１“
Ｓ
Ｉ
=
ｉ
～
ｌ
ｓ

ｌ

っ
た
り
、
薬
を
薬
局
で
も
ら
い
匹
…
…
…

た
い
と
す
る
人
な
ど
、
国
に
よ
な
っ
た
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

る
医
療
制
度
の
差
か
ら
来
る
問
な
け
れ
ば
左
確
認
し
合
っ
た
。

題
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
今
年
四
月
に
開

・
コ
ン
セ
ン
ト
が
今
後
の
課
題
」
股
し
た
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

（
菅
波
医
院
長
）
な
ど
診
療
の
Ｉ
（
東
京
）
に
は
、
九
月
ま
で

難
し
さ
を
話
し
た
。

の
半
年
間
で
、
全
国
の
在
日
外

保
険
制
度
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
必
要
　
影
尚
々
言
ｔ
芳
剛
‥
ｙ
ｔ
（
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
見
が
出
た
。
九
こ
二
％
）
、
南
米
（
七
・
八
％
）

診
療
を
受
け
づ
ら
か
っ
た
こ
と
い
な
ど
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
」

も
あ
る
。
一
般
的
に
外
国
人
に
な
ど
と
体
験
談
を
発
表
。

は
情
報
が
不
足
し
が
ち
な
た
め

病
気
に
か
か
っ
て
も
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

Ｊ
ｄ
ｌ
ｌ
ｄ
‐
Ｊ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
外
国
人
の
相
談
を
受
け
て
い

る
今
井
代
表
は
「
岡
山
で
も
毎

年
、
多
く
の
留
学
生
か
来
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
参
加
者
か
ら
、
「
日
本
の
医
国
人
か
ら
五
百
二
十
九
件
の
電

療
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
」
　
話
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
行
政
は
、
お
金
を
出
す
だ
け
地
域
別
で
は
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ

　
　
　
　
　
で
な
く
現
状
を
認
ン
な
ど
ア
ジ
ア
が
四
〇
エ
ハ
％

　
最
後
に
全
員
で
▽
言
葉
の
壁
の
順
。
相
談
内
容
は
、
言
葉
の
わ

▽
Ｉ
蓉
憤
の
違
い
▽
行
政
レ
か
る
医
師
の
紹
介
が
七
万
五

ベ
ル
の
対
応
と
医
療
現
場
で
の

対
応
１
な
ど
、
今
後
の
課
題
を

挙
げ
、
「
も
っ
と
官
民
一
体
と

％
と
圧
倒
的
丿
金
銭
問
題
（
一

丁
二
％
）
医
療
制
度
’
（
こ
７

一
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

１４ＡＭＤＡ／ＪＡＰＡＮ ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ ＮＯＶＥＭＢＥＲ ９１



冒
外国人患者に関する｡問題

問題点 外国人の側の 日本ヽ人の側の努力

努力 医療機関 行政 その他

１．言語

1）来院時 院内表示の改善

2）診療時 通訳同伴 通訳、問診表作製

3）医療制度 広報の翻訳・改善

2,風俗・習慣

1）宗教上 知る努力

2）医療上 知る努力 知る努力

特に医師と思考の関係

医療制度上の差

3,財政

1）制度 各種制度の活用在留資格と適用制度 広報活動 受け入れ施設での

私保険の利用 への理解 オリエンテーショ

2）その他 身を守る努力

医療のすすめ方

保険外診療

新しい制度の確立

雇用者の責任

４,疾患の差

学問的アプローチ

-

１５
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今后の課題

１．英語圈以外の患者への対応、態勢

2.患者と医師の関係

3.行政レベルの対応と医療現場での対応

4.ヒューマニズムと経営

　　とくに日本人患者への影響

5.疾患の差からおこりうる差別からの保護

　　　　　　　　………=･り……、　．４　　　党回='｀^゛゛゛･註
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シンポジスト
右より：影山貢明氏(岡山市会議員)

１人おいてモハメッド・ライーズ氏(林原)
　　　　　今井龍洋氏

　　　　　(ボランティアグループ・アウトロー)
　　　　　国政郁哉氏(倉敷クニマサ内科)
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判刊　アジアの友　第299り･ 1991年日月10日発行
留学生ｃ()ＡＢＫぶJ日本人　知友会通信第４３号

人が書いた韓国語販「日本生活ガイド」

　この８月に韓国の人手新聞社、東亜日報社から

出た|韓国大のための日本留学・生活ガイド」は、

この本を直接手にとってみた大でないと、なぜ爆

発的に売れているのか分からない。真っ赤な和紙

をちぎり、その上に絞りで富士山をあらわした表

紙は、いやでも大目につく。そしてその上半分に

は、韓国の韓紙の談いクリーム色に鮮やかな青で

タイトルが書かれている。

　この本を抱えて日本に来る韓国の学生が、あち

こちで目につくようになった。金浦空港で本を開

きながら、きょろきょろしている学生たちがいた

のでちょっとそばによって話を聞いてみた。

　Ｆ（日本語）学院の友だちがこの本を見つけて

きたんです。日本の人が書いたって言うので、ど

んなことが書いてあるのかなってページをめくっ

てみたんです。正直言ってびっくりしましたね、

日本人の細かさというのには。全てのページにそ

の細かさ、圧確さが表われていて、私たちのよう

に、これから日本に行って生活しようとする゛｀日

本初心者”には心強い本ですね。恥ずかしい話で

すが、今まで韓国で出版された本のうちで、こん

なにきっちりと書かれた本があったでしょうか?」

　この本の発行を計画し、最初

から最後まで原稿を書き、ソウ

ルに飛んで１か月間かかりっき

りで韓国人スタッフとともに翻

訳・編集作業をしてきたのは現

　今井久美雄さん　役の医師、今井久美雄さんだ。

　　｢韓国の学生から、自分たちのためにこんな素

晴らしい本を作ってくれてありがとう、という葉

書が、何通も送られてきました。嬉しいですね。

確かに売れているようで、初版を出して３か月も

たたないのに、既に３版まで重ねました｣

　この本を手にとった人でなければ、その細かさ

は分からないと言ったが、見開き１項目単位で構

成されたページをめくっていくと、知らず知らず

のうちに日本生活が身近になって来る。全く日本

を知らない若者でも、日本に行く前にこの本をひ

と通り読めば、良くも悪くも日本の断面を知るこ

１７

i霖琴､……

19吻:洲恥9

1ご辱丿水認1

　、仙　　　　．

　　　　　●

阿l耳

金　在　天（元留学生）

　とになる。留学計画が［↑|

　紙状態の学生には「日本

　留学とは」から「日本語

　学校の選び方レ「ｲ果汁

　人の探し方」まで、各種

　書類の見本もあわせて分

　がりやすく説明してある。

　日本生活を姶めた学生の

　ためには「近所づきあい」

　から「学生同士の酒の飲

　み方」「日本人の考え方」

などを先輩学生の経験談などを通して説明してあ

る。

　｢一番役に立ったのは、部屋の探しかたや外国

人登録のしかた、国民健康保険の加入のしかた、

電話の引きかたなどについでです。イラスト、地

。

図、写真などで丁寧に説明されているので、初め

て日本に来た私たちでも、この本があればひと通

りの基礎的な生活の準備が出来ると思いますに

の10月に韓国のソウルから来たばかりで日本

語学校に通うのだという李成浩君は、保証人の日

本人からこの本をもらったという。

　　｢韓国内での宣伝があまり行き渡ってないため

に、本の存在自体を知らない学生も少なくありま

せん。ほとんどの学生が口コミでこの本を知った

ようです。僕の場合は保証人が読んでみたらと勧

めてくれたのですが、アルバイトのこととか、日

本語の使いかた、手紙の書きかたまで全てが新鮮

でした｣

　李君のように日本に来て初めてこの本の存在を

知る学生もいる。

　今井さんの話によると、日本国内では今までに

800冊近くが売れたという。　しかし、韓国内では

定価５千ウォン(約950円)のこの本も、日本に

持ってくると、関税、運搬費用などがかさみ２倍

の２千円になってしまう。留学生にとって、２千

円はちょっと高すぎて手が出ない。

　　｢皆さんの周りに韓国から来たばかりの学生さ

んがいたら、ぜひこの本の紹介をしてください。
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一

　　　韓国語ホットラインを設けました

　　　　　　　１９９１年９月１３日よりサービスを開始します

　　　　　‘ＺＳ゛０　４　４－２　１　１　－９　１　６　６

　　　　(ＦＡＸ番号も同じです。電話とＦＡＸは自動的に切り替わります)

韓国人就学生・留学生の韓国語での医療相談・診察を引き受けます。皆さんの周りに

言葉の問題で困っている学生さんがいましたら、教えてあげてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村病院　内科　今井久美雄

　受こ何時間

ＦＡＸの受信はこの時間以外でも大丈夫です

月 ｼﾞ≪ フに 台ご

一
一

ｑ
‥
｝ ００－１１

フjく

一

：３０

七

一

9:00-11:30
午前

-

午後 13:30-16:30 13:30-16:30

●院内回診中、往診、昼休みは留守番電話になっていますので用件を必ず録音してく

　ださい。上記電話番号は韓国語専用ですので気軽にどうぞ。

●上記時間以外の問い合わせは直接病院の受け付け（０４４－２３３－５７４９）へ

　お願いします。その際は「韓国人学生ですが今井（いまい）先生をお願いします」

　と日本語で言ってください。
●内科以外でもこちらで病状を間いたうえで学生の通える病院を紹介します。どんな

　ことでもためらわずに相談してください。

　　　　　　　　　　　　　病院の位置

〒210川崎市川崎区藤崎1-5-3「今村病院（いまむらびょういん）Ｊ
ＪＲ川崎駅地下街12番乗り場より「市営埠頭（しえいふとう）」行きバスにて約10分

（180円）、「南部児童相談所前（なんぶじどうそうだんじょまえ）」下車１分。

韓国語以外の他のアジア地域の外国語での医療相談は下記にて行っています。

●アジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）国際医療情報センター

　　　昔　０３－３７０６－４２４３

　　　ＦＡＸ０３－３７０６－４４２０
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　　　　　　　　　国際医療協力

　　　　　実践集中ワークショップ

　「もう、国際医療協力の総論は聞き鮑きた。自分がこれから具体的にどうしたら
いいのか教えて欲しい。」という、あなたへ。とうとうやって参りました実践集中

ワークショップ上級・実践編。クリスマス前、今年の有終の美を飾るにふさわしい

連休をお届けします。自分の適正・能力を再確認し、具体的な人生プランを立てる

ため、経験豊か、しかもナィスキャラクターの面々をアドバイザーに迎えました。

　その上”楽しくなければ国際協力でない”をモットーに、家族ぐるみで参加頂け
ればと思っています。女性参加者、奥様方の特別なグループをもうけ、女性の立場

から国際協力、海外滞在を語り合ってもらいたいと思っています。ちびっこたちに

は、大自然と日光江戸村・ウエスタン村などの遊び場も待っています。

　そして、夜は一足お先にクリスマスパーティー。プレゼント交換、キャンドルサ
ービスで楽しいひとときを過ごしましよう。

　さあ、皆さん。今年の冬は鬼怒川温泉にゆこう。

【内容】

１
ｊ
１
‐
‐
；
ｊ

時
所
通

日
場
交

ｒ
；
‐
‐
ｌ
ｒ
‐
ｌ

【参加員】

、　自分の適正を探る。

　　　一ＵＮ・ＧＯ・ＮＧＯの長所と短所。長期か短期か。

（２）実践の前に何をどこで学ぶか？

　　　－専門技術の選択と習得。

（３）自分の将来設計と評価。

　　　－現在から６０才までの具体的プランの設定。

（４）海外生活での女性の立場。（女性参加者のみ）

　　　－結婚、育児その他。

　　１２月２２日（日）午後１時～２３日（月）午後１時　（連休）

　　鬼怒川温泉・国民宿舎『星光ホテル』

　　東武鬼怒川線：

　　　　　浅草駅から（快速で２時間半）新藤原駅（下車徒歩２分）

　　　　　８：１０発　　　-ｉ　　　　１０：４６着

　　　　　９：１０発　　　一々　　　　１１：４３着

　　　　１０：２０発　　　４　　　　１２：４８着

７０００円（一泊二食・パーティー・資料代込み）

家族参加の場合、二食付き宿泊費（５７６０円／入）のみ。
【アドバイザー】

　　　　遠藤昌一先生（元ＷＨＯ酉太平洋事務局、足利保健所所長）

　　　　中村安秀先生（元ＵＮＨＣＲ／外務省経済協力局）

　　　　遠田耕平先生（ロンドン大学熱帯研究所留学、秋田大学病理学）
【主　催】　ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）

＊＊参加希望者は、住所・氏名・年齢・勤務先を１１月３０日までにご連絡下さい。

　　先着３０名まで。早めにお申込下さい。＊＊

１９

連絡先

八

〒321-27

ＴＥＬ

ＦＡＸ

　塩谷郡栗山村日蔭５７５

　栗山村国保診療所　　国井　修

０２８８－９７－１ ０１４

０２８８－９７－１ １０７

AMDA/JAPAN NEWS LETTER NOVEMBER 91



〃k

【事務局便り】

「来年度活動計画」
　ＡＭＤＡ本部では来年度年間活動計画を作成中です。会員の方で、ＡＭＤＡとして取り

組んでほしい企画、要望、計画がありましたらＡＭＤＡ冬季例会の場で検討したいと考え

ていますので御一報下さい。とりわけ、予算措置の必要な企画については早めにご連絡下

さい『可能ならば、Ｕ』ユＵ!までに本部までお願いします）。

「事務局員募集のお知らせ」
　ＡＭＤＡ岡山本部では事務局員募集を募集いたします。
岡山の本部で週;2日以上ＡＭＤＡスタッフとして勤務できる方を募集いたしま。英
ある程度使える方が望ましいのですが、何よりもアジアの好きな方を募集いたしま
年度４月からは確実に勤務できる方が好ましいと思います。詳しい条件等は、相談
上で決定しますので岡山本部までご連絡下さい。
　また、会員の方で適任の方を御存知の方はご紹介下さい。

「ＡＭＤＡ会費について」
　ＡＭＤＡの年会費を納入されてない方は同封の振替用紙にて所定の年会費を御納
い。郵便振替による自動振替制度を希望される方、会費の事に関する問い合わせは
までお尋ね下さい。

語

す

面

人

事

が
来
の

｀
　
゜
接

下

務

さ

局

「ＡＭＤＡ出版の予告」
　今年の８月に行なわれた林原・川崎フォーラム「発展途上国における産業衛生および生
物学的モニタリング」の講演巣　゛lndustriaI Health and Biological Monitoring in
Asia゛（英文）が岡山大学名誉教授緒方先生の監修のもと　AMDA，Japanと　AMDA，
PhHippinesの協力で現在制作中です。来春をめどに出版の予定ですのでお待ち下さい。

【会費納入者（91.8.-11）】
正　会員一大国義弘、早川貪、苦瓜洋子、黒川健、松山淳、石川聡、吉岡保、三好彰、岩
　　　　　井くに、大戸寛美、百村清、森英俊、小関芳宏、目黒謙一、福本悟、松下彰宏
　　　　　鹿野真人、須原銀兵衛、矢野浩一、藤内修二、山中秀峰、林俊成
準　会員一山田聡美、小川輝樹、青山隆一、島崎淳、笹山徳治、友野順章、奥田朗、鬼木
　　　　　のぞみ
学生会員一石川尚子、石川牧子、入江真子、水上真紀子、亀山陽子、渡辺悦子、渡瀬淳一
　　　　　郎
【寄付を寄せてくださった方】
石井邦彦

【ＡＭＤＡカレンダー（12月－92年４月）】
12月22-23日：ＡＭＤＡ冬季例会in栃木一鬼怒川温泉（予定）
　　　　　問い合わせ先一栗山村診療所Dr.国井修

　　　　　Tel 0288-97-1 01 4（木：除く）
12月下旬：ネパール第２次スタッフ派遣（Dr.国井修､Dr.Rameshwar.P.Pokharelら）
　　｀　：フィリピンピナツェボ火山噴火被災民救援チーム派遣（検討中）
92年１月：ＡＭＤＡ執行部選挙
　　３月：ＡＭＤＡ春期例会（関西地区または岡山予定）
　　　　　パキスタンヘ医療ミッション派遣（予定）
　　４月：郵政省国際ボランティア貯金事業申請
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【会員消息】

正会員：三宅和久－イランクルド人難民キャンプにおけるＮＧＯ合同委員会「Ａ－Ｖ健康

　　教育プロジェクト」を終えて帰国

　　遠田耕平－WHO/WPRO（世界保健機構、西太平洋事務局）へEPI（拡大予防接種プログラ

　　ム）のために出向

　　岩垣博己－JICAスーダンハルツーム教育病院教育プロジェクトの専門家として派遣

　　樋口健産一死亡されました。謹んでご冥福を祈ります

　　田中政宏－フィリピンピナツェボ火由枝災民健康調査のためフィリピン訪問

　　菅波茂代表、Dr.Rameshwar Pokharel、Dr.Nayeem － A M D A 、lnternational　ビジネ

　　スミーティング出席のためタイ国訪問

【編集後記】

　今回のピナツェボ被災地訪問は私に゛とって２年半ぶりのフィリピン訪問でした。　AMD

A、Phil ipinnesのDr.Emma､Dr.Lynnらの協力のもとで睡眠時間３時間という通常では考えら

れない「強行軍」を体験することができ、おかげで帰国してから数日のリハビリを要する

こととなりました。（T）

　今月号では、新しい試みとしてイランのクルドキャンプより帰国した三宅先生の直筆の

イラストを取り入れています。　クルド難民キャンプで行なった健康教育の一端がうかがい

知ることができると思います。　また、現地で制作したビデオもありますので貸出を希望す

る方は事務局まで問い合わせ下さい（Y）。

一

-

２１

岩手便県り　岩井くに先生
10月１２、１３日、盛岡市の盛岡劇場で’９１いわて国際交流フェス

ティバルが開催されました。フェスティバルではパネルディス

カッション、交流パーティ、外国人による日本語スピーチコンテス
ト、アジアフィルムフェスティバルなど多彩な催しが行なわれ好評を

博しました。その中に、国際交流団体展示のコーナーがあることを知

り岩手県民にＡＭＤＡを知っていただくいい機会と考え、展示スペース
をいただきました。フェスティバルの日までわずかしかなかったので

すが、岡山の事務局と東京の国際医療情報センターにお願いして至急

に資料を送っていただき、滑り込みで開催に間に合わせませました。
あいにく台風２１号の接近で、盛岡市内は激しい風雨に見舞われ、人

出は今一つでしたが、訪れてくださった方々のＡＭＤＡに寄せる関心は

高く、その場で入会を確約してくださる方もありました。岩手県の会
員は私しかおらず、地域での活動ができずにいたところで、これを機

会に岩手県でもＡＭＤＡとして何かできればと思っています。
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【ＡＭＤＡ入会の案内】

ＡＭＤＡ（アムダ:Association of Medical Doetors for Asia ）は、1984に設立した、

国際ＮＧＯ（非営利民間団体）で現在13カ国約200入のアジア諸国の青年医師により構成さ

れています。　日本支部AMDA、Japan　には、約200人の会員（準会員、学生会員も含む）

がいます

　主な、活動に下記のようなプログラムがあります。

１

２

３

４

５

６

７

フィリピンのスラムにおけるヘルスセンターの運営

インドのアユルベーダ医学の研究

ネパールの巡回診療所

在日外国人支援医療ネットワーク

ＡＭＤＡ国際医療情報センターの運営

クルド人難民キャンプにおける「視聴覚健康教育」

アジアの産業医学に関する情報交換

入会方法：郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。入会金は有りません。

　　　　正会員　:10、000円／年（医師に限る）

　　　　準会員　：　５、０００円／年（医師以外の社会人の方）

　　　　学生会員：　３、０００円／年（学生に限ります）

ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より、会報を送付致します。

　　　　振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山　5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡの各種プロジェクトのためにカンパをお寄せになる方jま振替用

紙ぶ回IL岳丿匿に「○○○プロジェクトのために」などとご記入下さい。。

郵便貯金口座（ボランティア貯金口座も含む）からの「ＡＭＤＡ年会費」自動引き落し制

度も開始となりました。　くわしくは、岡山事務局までお問い合わせ下さい。　申し込み書を

送ります。

入会の問い合わせ先:〒701-12岡山市楢津310-1

　　　　　　　　　　　　　菅波内科医院内

　　　　　　　　　　　　TEL.0862-84-7676

　　　　　　　　　　　　　菅波茂、山本秀樹、田中政宏

パソコン通信による問い合わせ、ニュースレターヘの投稿の宛先は、マスターネット

ID:AEM367または、ニフティーサーブ（NIFTY-SERVE）ID:GBA02400　山本までお願いします。

パソコン通信に関する電話の問い合わせはTEL 0862-56-4591（夜間のみ：山本）

－　ＡＭＤＡ在日外国人医療ネットワークの問い合わせ

ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　　〒15 4 東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201号

　　　　�.03-3706-4243　　FAX 03-3706-4420

　　　　　　　　　　-7574

　　AM 9:00 － PM 5:00　（月一金）

　　AM 9:00 － PM I:00　　（土）

小林国際クリニック

　　　〒242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-11

　　　　�.0462-63-1380　　FAX 0462-63-0919
ＡＭ

ＡＭ

９

９

φ
一
一

００－ＰＭ ５

００　－ＰＭ　Ｉ

一
・
・
・ 00　（月火木金）

00　（土）
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　　　　　　　　　　　　　(順不同敬称略)

以下の方々にご協力いただいています。有難うございます。

朧朧

　　　丹羽章(栃木県)、故尾沢註ブ郎氏ご家族(神奈川県)、大串孝
子(神奈川県)

畿朧朧鵬

　　井上病院(千葉市)、青梅慶友病院(東京一青梅市)、富士見病院(東

京一板橋区)、町谷原病院(東京一町田市)、六本木赤枝診療所(東京一港

区)、小林国際クリニック(神奈川一大和市)、永生病院(八王子市)、福
川内科クリニック(大阪)、菅波内科医院(岡山市)、ジャパングリー

ンクリニック(シンガポール／英国)、沖縄セントラル病院(沖縄一那覇
4
0
　

皿

工
株
薬
ｊ

　
ぐ
邦
株

　
ス
東
く

以上年間１２万円

Ｗ●

）

ザイ、カネボウ（株）、三共（株）、昭和メディカルサイエン

、ジョンソン＆ジョンソンメディカルｏ．、大鵬薬品（株）、

晶（株）、ファイザー製薬（株）、福神（株）、保健科学研究所
、協和発酵工業（株）、明治製菓（株）、田辺製薬（株）富士コ

カコーラボトラーズ（株）、日本アップジョン（株）、（株）ミドリ十

字、万有製薬（株）、サンド薬品（株）、大森薬品（株）、クラヤ薬品

ファルマーマーッケティングサーペイ研究所、アイシーアイファーマ

（株）

　　　　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

TVC、（株）スズケン

大塚製薬

なお、

財団、

２３

以上年間５万円

以上年間３万円

当センターの平成３年度の事業に関してトヨタ財団、庭野平和

日本青年会議所関東部会からの助成を受けています。
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